


図 2 作製したマグネシウム電池(電池 3)により発光するダイ

オード．(オンラインカラー)
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あるものが適しています．この 2 つの特徴を満たす，イオ

ン液体に私たちは着目しました．そのイオン液体として，私

たちは 1ブチル3メチルイミダゾリウムテトラフルオロボ

ラートを使い，それを固めることのできるゲル化剤(2)，N

(Laアスパルチル)Lフェニルアラニン1メチルエステ

ルを使いました(以下，電池 3)．結果は，起電力 2.23 V，端

子電圧 1.02 V，電流が 1.5 mA でした．最後に，発光ダイオ

ード(起動最低電圧は 1.0 V)を光らせることができた私たち

の電池 3 の写真を載せます(図)．

今年度は昨年度に引き続き多くの発表会がオンラインで開

催され，発表の際，現地に行くことができずにもどかしい思

いをしました．そこでパソコンで ZOOM を利用した発表会

を多く経験しました．そのような発表会を通して，改めてイ

ンターネットとパソコン機器の偉大さを感じました．そこ

で，我々の電池を作製することの重要さを再確認することが

できました．今回，多くの先生方に聴いていただき，数多く

の助言をいただくことで新たな視点を得ることができまし

た．それをもとにこれからの研究を発展させていきたいと思

います．
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